
インフルエンザについて 
 
インフルエンザはウイルスが原因で急に発症し38℃以上の高熱と頭痛・関節痛・筋肉痛・全身倦怠感等に加えて咽頭痛・咳・鼻
水などがみられます。普通の風邪は咽頭痛・咳・鼻水等が中心であまり全身症状はみられません。急な発熱や全身症状がある
場合は，できるだけ早く医療機関を受診しましょう。 

 
● 医療機関を受診する際には 
・マスクを着用し，人との接触を避け，電話で受け入れを確認してから受診してください。 
● 「インフルエンザ」と診断されたら 
・発症した後 5 日間を経過し，かつ，解熱後 2 日を経過するまでは感染力があるため自室で療養してください。 
授業・サークル活動・アルバイト等は自粛してください。 

 

● 「インフルエンザ」の予防 

＜ワクチン接種＞ 
最も確実な予防は，流行前にワクチン接種を受けることです。インフルエンザワクチンは接種してから実際に効果を発揮するまでに約 

2 週間かかります。流行期間が 12 月～3 月ですから 11 月中旬ごろまでに接種を終えておくとより効果的でしょう。ワクチン接種を希望
する場合は，事前に医療機関に問い合わせて予約しましょう。 

 
＜日常生活でできる予防法＞ 

(1) 普段から栄養と休養を十分にとり，体を冷やさない。 
(2) 外出を控え人ごみの多い所を避ける。 
調子の悪い時は部活・サークル・アルバイト・飲み会等は休む。 

(3) 帰宅時は手洗い(流水で)・うがいを励行する。 
歯ブラシで舌を磨くのも良い。 

(4) 部屋の温度と湿度を保ち，換気をする。 
 

＜うがいの方法＞ 
・最初は口の中でクチュクチュとゆすいで出す。 
・次に上を向いてガラガラと喉を洗う。 

 
●その他の感染症や欠席した際の手続きについて 

総合健康センターホームページ「感染症」を参考にしてください 
 https://hoken.hsc.ehime-u.ac.jp/info/page94.html 

● 咳エチケットを守っていますか？ 
 

インフルエンザなど呼吸器感染症の感染を防止するため「咳エチケット」を守りましょう。咳をすると１～2ｍ，
くしゃみで 3ｍ，ウイルスを含むしぶきが飛び散ります。 
咳が出る時は必ずマスクを使用しましょう。 
マスクがない場合は，他の人から顔をそらせ，口と鼻をティッシュやハンカチ等で覆いましょう。   
ティッシュがない場合は，口を前腕部（袖口）で押さえ極力飛散しないようにしましょう。 
また，押さえた手などは直ちに洗いましょう。 
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